
 令和８年度 友々大学（高齢者教室）・女性学級合同学習の足跡 

第 テーマ 講  師 開  催  日  時 
参加者数/会員数 

（出席率） 

３回 
聞いて得するふるさと講座

「身近な応急手当」 
防府市消防本部 警防課      
救急係長 中司 良 さん 

令和８年６月 9 日（火）10:00 ～ 11:30 

 講義・実技 

２５名／62名 

（４０.３％） 
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満足度の状況 

満足度    凡 例      回答数   割合  

５ 大いに満足した 12 名 54.6％ 

  0 名  

４ 満足した 7 名 31.8％ 

  2 名 9.1％ 

３ どちらとも言えない 1 名 4.5% 

  ０名  

２ 少し不満 ０名  

  ０名  

１ 全く不満 ０名  

 2 2 ／ 2 2 名 100％ 
 

参加者からの意見・感想(一部のみ掲載) 

 

 

全体満足度 

（3.5 以上） 

95.5％ 

 路上などに倒れて、意識がなさそうな方に対しては、対処

法を知っているつもりでも、逡巡してしまい、救助行動がで

きにくいと、昨年、ある講座生の方が言われていました。そ

こで、市消防署から、救急係長 中司さんをお呼びして、

様々な応急手当の方法を学びました。 

ダミー人形を使った心肺蘇生法の実践では、参加者代表の

方が胸の圧迫を行いましたが、実際の人体は人形ほど柔らか

くなく、圧迫の度合いが確認し難いとのことでした。さらに

ＡＥＤを用いて、パッドを貼付して器具を操作する練習を行

いました。濡れた人の体は吹いて乾かしてから使用するとい

うことが重要でした。 

鼻出血、大量出血、捻挫、骨折、熱中症の基本的対処方法

の説明を受けた後、質疑応答の時間になりました。山間部が

多い本地域では、蜂、ムカデ、マムシ等毒蛇の被害にあった

時の対処法について、質問が相次ぎました。昔ながらの毒を

口で吸うなどは、絶対に避けてほしい、口から毒がより早く

体内に拡散するとの説明に多くの方が頷かれていました。 

凡例 
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〇昔の処置の仕方と変わっているところが多く、とても勉強になりました。

ありがとうございました。〇間違っていた応急手当を勉強し直して、知って

よかったです。〇今まで当たり前のことが間違いである事もあり、たいへん

勉強になったと思います。熱中症の対応も勉強になりました。〇各々の場合

の応急処置の仕方について、知ることができて大変良かったです。〇止血法

法が大変為になりました。熱中症になった時の応急処置もよく分かりまし

た。〇話に聞いていても、実際に見ると理解が良く出来ます。〇とても興味

深いお話で、とても参考になりました。〇心肺蘇生とＡＥＤをもっと習って

おきたいと思いました。〇分かり易い説明でした。〇勉強になりました。(2

名)〇ありがとうございました。 


